
(57)【要約】

【課題】Ｙ／Ｃ信号から直接的に分光画像を形成するこ

とができ、またＹ／Ｃ信号又はＲＧＢ信号の何れの信号

からでも分光画像が得られるようにする。

【解決手段】ＣＣＤ１５の出力信号に基づいて輝度／色

差信号からなるＹ／Ｃ信号を形成するＤＳＰ２５と、Ｙ

／Ｃ信号に対してマトリクス演算を行うためのＹ／Ｃ用

マトリクスデータを記憶するメモリ３６と、このマトリ

クスデータを用いて上記ＤＳＰ２５から出力されたＹ／

Ｃ信号に対してマトリクス演算を行うＹ／Ｃ用色空間変

換処理回路２９を設け、任意に選択された例えば３つの

波長域（狭帯域）のλ１，λ２，λ３信号から分光画像

を形成する。また、ＲＧＢ用マトリクスデータを用いて

ＲＧＢ信号に対してマトリクス演算を行うＲＧＢ用色空

間変換処理回路を設け、これらを切り替えて何れか一方

の分光画像を選択的に形成することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 に 搭 載 さ れ た 撮 像 素 子 で 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 信 号 を 形 成 す る 内 視 鏡 装 置 に お い
て 、
　 上 記 撮 像 素 子 に よ り 得 ら れ た カ ラ ー 画 像 信 号 か ら 輝 度 ／ 色 差 信 号 を 形 成 す る Ｙ ／ Ｃ 用 信
号 処 理 回 路 と 、
　 上 記 輝 度 ／ 色 差 信 号 に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 す る た め の Ｙ ／ Ｃ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ を
記 憶 す る 記 憶 部 と 、
　 こ の 記 憶 部 の Ｙ ／ Ｃ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ と 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 信 号 処 理 回 路 か ら 出 力 さ れ た 輝
度 ／ 色 差 信 号 と に よ り マ ト リ ク ス 演 算 を 行 い 、 任 意 に 選 択 さ れ た 波 長 域 の 分 光 画 像 を 形 成
す る Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 撮 像 素 子 が 搭 載 さ れ た 内 視 鏡 を 、 画 像 信 号 処 理 回 路 が 設 け ら れ た プ ロ セ ッ サ 装 置 に
接 続 す る 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 撮 像 素 子 に よ り 得 ら れ た カ ラ ー 画 像 信 号 か ら Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を 形 成 す る Ｒ Ｇ Ｂ 用 信 号 処
理 回 路 と 、
　 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 す る た め の Ｒ Ｇ Ｂ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ を 記 憶
す る 記 憶 部 と 、
　 こ の 記 憶 部 の Ｒ Ｇ Ｂ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ と 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 信 号 処 理 回 路 か ら 出 力 さ れ た Ｒ
Ｇ Ｂ 信 号 と に よ り マ ト リ ク ス 演 算 を 行 い 、 任 意 に 選 択 さ れ た 波 長 域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る
Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 と 、 を 設 け 、
　 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 又 は 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 の 何 れ か 一 方 を 選 択
で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 信 号 処 理 回 路 又 は 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 信 号 処 理 回 路 を 上 記 内 視 鏡 に 配 置 し 、 上 記
Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 及 び 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 の 両 方 を 上 記 プ ロ セ ッ サ 装
置 に 配 置 し 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 で は 上 記 内 視 鏡 の 識 別 情 報 に 基 づ い て 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 分 光
画 像 形 成 回 路 又 は 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 の 何 れ か を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 装 置 、 特 に 医 療 分 野 で 用 い ら れ 、 任 意 に 選 択 さ れ た 波 長 域 の 画 像 情 報 か
ら な る 分 光 画 像 （ 映 像 ） を 形 成 し 表 示 す る た め の 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 固 体 撮 像 素 子 を 用 い た 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 消 化 器 官 （ 胃 粘 膜 等 ） に お け る 分 光
反 射 率 の 推 定 に 基 づ き 、 狭 帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 組 み 合 わ せ た 分 光 イ メ ー ジ ン グ 、 即
ち 狭 帯 域 フ ィ ル タ 内 蔵 電 子 内 視 鏡 装 置 （ Ｎ ａ ｒ ｒ ｏ ｗ 　 Ｂ ａ ｎ ｄ 　 Ｉ ｍ ａ ｇ ｉ ｎ ｇ － Ｎ Ｂ
Ｉ ） が 注 目 さ れ て い る 。 こ の 装 置 は 、 面 順 次 式 の Ｒ （ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の 回 転 フ
ィ ル タ の 代 わ り に 、 ３ つ の 狭 （ 波 長 ） 帯 域 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 設 け 、 こ れ ら 狭 帯 域 バ
ン ド パ ス フ ィ ル タ を 介 し て 照 明 光 を 順 次 出 力 し 、 こ れ ら の 照 明 光 で 得 ら れ た ３ つ の 信 号 に
対 し そ れ ぞ れ の 重 み 付 け を 変 え な が ら Ｒ ， Ｇ ， Ｂ （ Ｒ Ｇ Ｂ ） 信 号 の 場 合 と 同 様 の 処 理 を 行
う こ と に よ り 、 分 光 画 像 を 形 成 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 分 光 画 像 に よ れ ば 、 胃 、 大 腸
等 の 消 化 器 に お い て 、 従 来 で は 得 ら れ な か っ た 微 細 構 造 等 が 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 上 記 の 狭 帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 用 い る 面 順 次 式 の も の で は な く 、 特 開 ２ ０ ０
３ － ９ ３ ３ ３ ６ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 固 体 撮 像 素 子 に 微 小 モ ザ イ ク の 色 フ ィ ル タ を 配
置 す る 同 時 式 に お い て 、 白 色 光 で 得 ら れ た 画 像 信 号 を 基 に 、 演 算 処 理 に て 分 光 画 像 を 形 成
す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の そ れ ぞ れ の カ ラ ー 感 度 特 性 を 数 値 デ ー タ 化
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し た も の と 、 特 定 の 狭 帯 域 バ ン ド パ ス の 分 光 特 性 を 数 値 デ ー タ 化 し た も の と の 関 係 を マ ト
リ ク ス デ ー タ （ 係 数 セ ッ ト ） と し て 求 め 、 こ の マ ト リ ク ス デ ー タ と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と の 演 算 に
よ り 狭 帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 介 し て 得 ら れ る 分 光 画 像 信 号 を 疑 似 的 に 得 る も の で あ る
。 こ の よ う な 演 算 に よ っ て 分 光 画 像 を 形 成 す る 場 合 は 、 所 望 の 波 長 域 に 対 応 し た 複 数 の フ
ィ ル タ を 用 意 す る 必 要 が な く 、 ま た こ れ ら の 交 換 配 置 が 不 要 と な る の で 、 装 置 の 大 型 化 が
避 け ら れ 、 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ３ ３ ３ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 財 団 法 人 　 東 京 大 学 出 版 会 発 行 、 著 者 　 三 宅 洋 一 の デ ィ ジ タ ル カ ラ ー 画
像 の 解 析 ・ 評 価 （ Ｐ １ ４ ８ ～ Ｐ １ ５ ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 内 視 鏡 装 置 に お け る 分 光 画 像 の 形 成 で は 、 基 に な る カ ラ ー 画 像 信 号 が Ｒ （
赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の 信 号 で あ り 、 固 体 撮 像 素 子 に 例 え ば Ｍ ｇ ， Ｙ ｅ ， Ｃ ｙ ， Ｇ の
色 フ ィ ル タ を 有 す る 補 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い た 場 合 は 、 Ｍ ｇ （ マ ジ ェ ン タ ） ， Ｙ ｅ （ イ エ ロ ー
） ， Ｃ ｙ （ シ ア ン ） ， Ｇ （ グ リ ー ン ） の 信 号 か ら 輝 度 （ Ｙ ） 信 号 と 色 差 （ Ｃ ） 信 号 （ Ｙ ／
Ｃ 信 号 ） に 変 換 し て 処 理 す る 場 合 が 多 く 、 こ の Ｙ ／ Ｃ 信 号 か ら Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 へ 色 変 換 し な け
れ ば な ら な い 。 ま た 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 色 フ ィ ル タ を 有 す る 原 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い た と き で も 、 後 段
の 各 種 の 信 号 処 理 の 関 係 或 い は 回 路 構 成 上 の 都 合 で 、 Ｙ ／ Ｃ 信 号 に 変 換 し て 処 理 す る 場 合
が あ り 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 Ｙ ／ Ｃ 信 号 か ら Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を 作 る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な
色 変 換 処 理 は 、 本 来 的 に 無 駄 な 処 理 で こ の 色 変 換 を 繰 り 返 す こ と に よ り 画 質 の 低 下 を 招 く
こ と に な り 、 ま た 回 路 構 成 を 複 雑 に す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 最 近 の 内 視 鏡 装 置 で は 、 種 類 の 異 な る 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） を 単 一 の プ ロ セ ッ サ 装
置 に 接 続 し て 使 用 す る こ と が 行 わ れ て い る が 、 こ の 内 視 鏡 か ら の 出 力 が Ｙ ／ Ｃ 信 号 で あ る
場 合 と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 で あ る 場 合 と に 分 か れ 、 内 視 鏡 の 出 力 形 式 に よ っ て は 分 光 画 像 が 形 成 で
き な い こ と も 生 じ 得 る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し た 使 い 勝 手 の よ い 装 置 が 求 め ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 Ｙ ／ Ｃ 信 号 か ら 直 接 的
に 分 光 画 像 を 形 成 す る こ と が で き 、 ま た Ｙ ／ Ｃ 信 号 又 は Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 何 れ の 信 号 か ら で も
分 光 画 像 が 得 ら れ る 使 い 勝 手 の よ い 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 内 視 鏡 （ 先 端 部 ） に 搭 載 さ れ た 撮 像 素
子 で 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 信 号 を 形 成 す る 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 上 記 撮 像 素 子 に よ り 得 ら
れ た カ ラ ー 画 像 信 号 か ら 輝 度 ／ 色 差 信 号 を 形 成 す る Ｙ ／ Ｃ 用 信 号 処 理 回 路 と 、 上 記 輝 度 ／
色 差 信 号 に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 す る た め の Ｙ ／ Ｃ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ （ 係 数 デ ー タ ）
を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、 こ の 記 憶 部 の Ｙ ／ Ｃ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ と 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 信 号 処 理 回
路 か ら 出 力 さ れ た 輝 度 ／ 色 差 信 号 と に よ り マ ト リ ク ス 演 算 を 行 い 、 任 意 に 選 択 さ れ た 波 長
域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 撮 像 素 子 が 搭 載 さ れ た 内 視 鏡 を 、 画 像 信 号 処 理 回 路 が 設 け ら れ た プ
ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 す る 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 上 記 撮 像 素 子 に よ り 得 ら れ た カ ラ ー 画 像 信
号 か ら Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を 形 成 す る Ｒ Ｇ Ｂ 用 信 号 処 理 回 路 と 、 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に 基 づ い て 分 光 画
像 を 形 成 す る た め の Ｒ Ｇ Ｂ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、 こ の 記 憶 部 の Ｒ Ｇ Ｂ
用 マ ト リ ク ス デ ー タ と 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 信 号 処 理 回 路 か ら 出 力 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と に よ り マ ト
リ ク ス 演 算 を 行 い 、 任 意 に 選 択 さ れ た 波 長 域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成
回 路 と 、 を 設 け 、 Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 又 は 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 の 何 れ か
一 方 を 選 択 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
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　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 信 号 処 理 回 路 又 は 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 信 号 処 理 回 路 を 上 記 内
視 鏡 に 配 置 し 、 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 及 び 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 の 両 方
を 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 配 置 し 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 で は 上 記 内 視 鏡 の 識 別 情 報 に 基 づ い
て 上 記 Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 又 は 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 の 何 れ か を 選 択 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 構 成 で は 、 輝 度 （ Ｙ ） ／ 色 差 （ Ｒ － Ｙ ， Ｂ － Ｙ ） の Ｙ ／ Ｃ 信 号 と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と の
関 係 （ 変 換 係 数 ） が 従 来 か ら 分 か っ て い る の で 、 こ の 関 係 と 、 選 択 さ れ る 波 長 域 の λ １ ，
λ ２ ， λ ３ の 信 号 と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と の 関 係 （ 変 換 係 数 ） と に 基 づ い て 、 選 択 さ れ る 波 長 域 の
λ １ ， λ ２ ， λ ３ の 信 号 を Ｙ ／ Ｃ 信 号 か ら 演 算 す る た め の マ ト リ ク ス 係 数 が 予 め 求 め ら れ
て お り 、 こ の マ ト リ ク ス デ ー タ （ 係 数 セ ッ ト ） が プ ロ セ ッ サ 装 置 側 の 演 算 用 メ モ リ に 記 憶
さ れ る 。 そ し て 、 操 作 者 に よ っ て 分 光 画 像 形 成 の た め の ３ つ の 波 長 域 （ 狭 帯 域 ） が 選 択 （
１ つ の 波 長 域 の 選 択 で も よ い ） さ れ る と 、 こ の ３ つ の 波 長 域 に 該 当 す る マ ト リ ク ス デ ー タ
が 上 記 メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ 、 こ の マ ト リ ク ス デ ー タ と Ｄ Ｓ Ｐ 等 か ら 出 力 さ れ た Ｙ ／ Ｃ 信
号 か ら λ １ ， λ ２ ， λ ３ 信 号 が 形 成 さ れ る こ と に な り 、 こ の 結 果 、 選 択 さ れ た ３ つ の 波 長
域 の 組 合 せ の 分 光 画 像 を モ ニ タ へ 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 請 求 項 ２ ， ３ の 構 成 で は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 に Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 及 び
Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 の 両 方 が 配 置 さ れ て お り 、 例 え ば 接 続 し た 内 視 鏡 が Ｙ ／ Ｃ 信 号
を 出 力 す る 場 合 で あ っ て も 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を 出 力 す る 場 合 で あ っ て も 、 そ れ ぞ れ に 対 応 し て
分 光 画 像 を 形 成 す る こ と が 可 能 に な る 。 更 に は 、 単 一 の プ ロ セ ッ サ 装 置 内 に お い て 信 号 処
理 の 途 中 で Ｙ ／ Ｃ 信 号 と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 が 形 成 さ れ る 場 合 が あ り 、 こ の 場 合 は 、 適 宜 両 方 の 信
号 か ら 分 光 画 像 を 形 成 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 Ｙ ／ Ｃ 信 号 か ら 直 接 的 に 分 光 画 像 を 形 成 す る こ と が で き
る の で 、 回 路 構 成 を 簡 略 化 す る こ と が 可 能 に な る と い う 利 点 が あ り 、 ま た 請 求 項 ２ 又 は ３
の 発 明 に よ れ ば 、 Ｙ ／ Ｃ 信 号 又 は Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 何 れ の 信 号 か ら で も 分 光 画 像 が 得 ら れ 、 信
号 出 力 形 式 の 異 な る 内 視 鏡 を 接 続 し て 使 用 す る こ と も で き 、 使 い 勝 手 の よ い 装 置 を 得 る こ
と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 電 子 内 視 鏡 装
置 は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） １ ０ を プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に 対 し
着 脱 自 在 に 接 続 す る 構 成 と さ れ 、 こ の プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に 光 源 １ ４ が 配 置 さ れ る 。 な お
、 こ の 光 源 １ ４ は 別 体 と な る 光 源 装 置 に 配 置 さ れ て い る 場 合 も あ る 。 上 記 ス コ ー プ １ ０ に
は 、 そ の 先 端 部 に 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ が 設 け ら れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ と し て は 、
例 え ば 撮 像 面 に Ｍ ｇ ， Ｙ ｅ ， Ｃ ｙ ， Ｇ の 色 フ ィ ル タ を 有 す る 補 色 型 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ に は 、 同 期 信 号 に 基 づ い て 駆 動 パ ル ス を 形 成 す る Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 １ ６ が
設 け ら れ る と 共 に 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ か ら 入 力 さ れ た 画 像 （ 映 像 ） 信 号 を サ ン プ リ ン グ し か
つ 増 幅 す る Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ／ 自 動 利 得 制 御 ） 回 路 １ ７ 、 Ａ ／ Ｄ 変
換 器 １ ８ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 ス コ ー プ １ ０ 内 の 各 種 回 路 を 制 御 し か つ プ ロ セ ッ サ 装 置 １
２ と の 間 の 通 信 制 御 を 行 う マ イ コ ン ２ ０ 及 び メ モ リ （ Ｒ Ｏ Ｍ ） ２ １ が 設 け ら れ て お り 、 こ
の メ モ リ ２ １ に は 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ の 色 フ ィ ル タ の 種 類 （ 補 色 型 又 は 原 色 型 ） 及 び 信 号 出
力 形 式 に 関 す る 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ る 。 更 に 、 上 記 ス コ ー プ １ ０ に は 、 そ の 先 端 に 照 明 窓
２ ３ が 設 け ら れ 、 こ の 照 明 窓 ２ ３ は ラ イ ト ガ イ ド ２ ４ に よ っ て 上 記 光 源 １ ４ へ 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に は 、 デ ジ タ ル 変 換 さ れ た 画 像 信 号 に 対 し 各 種 の 画 像 処 理 を
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施 す Ｄ Ｓ Ｐ （ デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ ） ２ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ で は 、 上
記 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ の 出 力 信 号 （ Ｍ ｇ ， Ｙ ｅ ， Ｃ ｙ ， Ｇ 信 号 ） か ら 輝 度 （ Ｙ ） 信 号 と 色 差 ［ Ｃ （
Ｒ － Ｙ ， Ｂ － Ｙ ） ］ 信 号 で 構 成 さ れ る Ｙ ／ Ｃ 信 号 が 形 成 ・ 出 力 さ れ る 。 こ の Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ に
は 、 切 換 え 器 ２ ６ （ の 一 方 の 端 子 ） を 介 し て 、 分 光 画 像 の た め の マ ト リ ク ス 演 算 を 行 う 色
空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ が 設 け ら れ 、 こ の 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ は 、 選 択 さ れ た 波 長 域 λ
１ ， λ ２ ， λ ３ の 分 光 画 像 信 号 を 出 力 す る 。 こ の 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ の 後 段 に は 、 １
つ の 波 長 域 （ 狭 帯 域 ） の 分 光 画 像 （ 単 色 モ ー ド ） と ３ つ の 波 長 域 か ら な る 分 光 画 像 （ ３ 色
モ ー ド ） と の い ず れ か を 選 択 す る モ ー ド セ レ ク タ ３ ０ （ こ の モ ー ド セ レ ク タ で は 、 ２ 色 を
選 択 す る ２ 色 モ ー ド を 設 け て も よ い ） 、 １ つ の 波 長 域 又 は ３ つ の 波 長 域 の 画 像 信 号 （ λ １
， λ ２ ， λ ３ ） を 、 従 来 の Ｒ Ｇ Ｂ の 信 号 に 対 応 さ せ た 処 理 を す る た め に Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ
信 号 と し て 入 力 し 、 こ の Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ 信 号 を Ｙ ／ Ｃ 信 号 へ 変 換 す る 色 変 換 回 路 ３ １ 、
そ の 他 の 各 種 信 号 処 理 （ 鏡 像 処 理 ， マ ス ク 発 生 、 キ ャ ラ ク タ 発 生 等 ） を 行 う 信 号 処 理 回 路
３ ２ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ３ が 設 け ら れ る 。 な お 、 上 記 Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ は ス コ ー プ １ ０ 側 に 配 置 し
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ス コ ー プ １ ０ と の 間 の 通 信 で 行 う と 共 に 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ 内 の 各 回 路 を 制 御
し 、 メ モ リ ３ ６ か ら マ ト リ ク ス デ ー タ を 読 み 出 し て 上 記 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ へ 与 え る
マ イ コ ン ３ ５ が 設 け ら れ て お り 、 上 記 メ モ リ ３ ６ に は 、 Ｙ ／ Ｃ 信 号 に 基 づ い て 分 光 画 像 を
形 成 す る た め の マ ト リ ク ス （ 係 数 ） デ ー タ （ テ ー ブ ル ） が 記 憶 さ れ る 。 実 施 例 に お い て 、
上 記 メ モ リ ３ ６ に 格 納 さ れ る マ ト リ ク ス デ ー タ の 一 例 は 次 の 表 １ の よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-239205 A 2006.9.14



　 上 記 表 １ の マ ト リ ク ス デ ー タ は 、 例 え ば ４ ０ ０ ｎ ｍ か ら ７ ０ ０ ｎ ｍ の 波 長 域 を ５ ｎ ｍ 間
隔 で 分 け た ６ １ の 波 長 域 パ ラ メ ー タ （ 係 数 セ ッ ト ） ｐ １ ～ ｐ ６ １ か ら な り 、 こ の パ ラ メ ー
タ ｐ １ ～ ｐ ６ １ は 、 マ ト リ ク ス 演 算 の た め の 係 数 ｋ ｐ ｙ ， ｋ ｐ ｃ ｒ ， ｋ ｐ ｃ ｂ （ ｐ は ｐ １
～ ｐ ６ １ に 該 当 す る ） か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 上 記 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ で は 、 上 記 係 数 ｋ ｐ ｙ ， ｋ ｐ ｃ ｒ ， ｋ ｐ ｃ ｂ と Ｄ
Ｓ Ｐ ２ ５ か ら 出 力 さ れ た Ｙ ／ Ｃ 信 号 （ Ｒ － Ｙ ＝ Ｃ ｒ ， Ｂ － Ｙ ＝ Ｃ ｂ ） と に よ り 次 の 数 式 １
の マ ト リ ク ス 演 算 が 行 わ れ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 即 ち 、 λ １ ， λ ２ ， λ ３ と し て 、 例 え ば 表 １ の パ ラ メ ー タ ｐ ２ １ （ 中 心 波 長 ５ ０ ０ ｎ ｍ
） ， ｐ ４ ５ （ 中 心 波 長 ６ ２ ０ ｎ ｍ ） ， ｐ ５ １ （ 中 心 波 長 ６ ５ ０ ｎ ｍ ） を 選 択 し た 場 合 は 、
係 数 （ ｋ ｐ ｙ ， ｋ ｐ ｃ ｒ ， ｋ ｐ ｃ ｂ ） と し て 、 ｐ ２ １ の （ -0.001549， 0.004912， -0.0028
8） 、 ｐ ４ ５ の （ 0.007484， -0.00188， ‐ 0.00132） 、 ｐ ５ １ の （ 0.007903， -0.00238， -0
.00097） を 代 入 す れ ば よ い こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 切 換 え 器 ２ ６ の 他 方 の 端 子 に は 、 分 光 画 像 で は な く 通 常 の カ ラ ー 画 像 （ 映 像
） を 形 成 す る た め の カ ラ ー 信 号 処 理 回 路 ３ ８ 及 び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ９ が 接 続 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 図 １ の ス コ ー プ １ ０ で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 １ ６ で Ｃ
Ｃ Ｄ １ ５ を 駆 動 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ か ら 被 観 察 体 の 撮 像 信 号 が 出 力 さ れ 、 こ の 信
号 は Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 １ ７ で 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 及 び 増 幅 が 行 わ れ た 後 、 Ａ ／ Ｄ 変 換
器 １ ８ を 介 し 、 デ ジ タ ル 信 号 と し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ の Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ へ 供 給 さ れ る 。 こ の
Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ で は 、 ス コ ー プ １ ０ か ら の 出 力 信 号 に 対 し て ガ ン マ 処 理 が 行 わ れ る と 共 に 、 Ｍ
ｇ ， Ｙ ｅ ， Ｃ ｙ ， Ｇ の 色 フ ィ ル タ を 介 し て 得 ら れ た 信 号 に 対 し 色 変 換 処 理 が 行 わ れ 、 輝 度
（ Ｙ ） 信 号 と 色 差 （ Ｒ － Ｙ ， Ｂ － Ｙ ） 信 号 か ら な る Ｙ ／ Ｃ 信 号 が 形 成 さ れ る 。 こ の Ｄ Ｓ Ｐ
２ ５ の 出 力 は 、 通 常 、 切 換 え 器 ２ ６ に よ っ て カ ラ ー 信 号 処 理 回 路 ３ ８ に 供 給 さ れ て お り 、
従 来 と 同 様 の 信 号 処 理 が 施 さ れ る こ と に よ り 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ９ を 介 し て モ ニ タ へ 供 給 さ
れ 、 こ の モ ニ タ に は 通 常 の 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 操 作 部 等 に 配 置 さ れ た 分 光 画 像 形 成 の 操 作 ス イ ッ チ が 押 さ れ る と 、 切 換 え 器 ２ ６
は Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ か ら 出 力 さ れ た Ｙ ／ Ｃ 信 号 を 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ へ 供 給 す る よ う に 切 り
換 え る 。 こ の と き に は 、 操 作 者 に よ っ て λ １ ， λ ２ ， λ ３ 信 号 の ３ つ の 波 長 域 が 選 択 さ れ
て お り 、 マ イ コ ン ３ ５ は メ モ リ ３ ６ （ 表 １ ） か ら ３ つ の 選 択 波 長 域 に 対 応 す る マ ト リ ク ス
（ 係 数 ） デ ー タ を 読 み 出 し 、 こ れ ら を 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ で は 、 分 光 画 像 形 成 の た め に 上 記 数 式 １ に よ る マ ト リ ク ス
演 算 が 行 わ れ 、 例 え ば ３ つ の 波 長 域 （ λ １ ， λ ２ ， λ ３ ） と し て ｐ ２ １ （ 中 心 波 長 ５ ０ ０
ｎ ｍ ） ， ｐ ４ ５ （ 中 心 波 長 ６ ２ ０ ｎ ｍ ） ， ｐ ５ １ （ 中 心 波 長 ６ ５ ２ ｎ ｍ ） が 選 択 さ れ た 場
合 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 か ら 次 の 数 式 ２ の マ ト リ ク ス 演 算 に て λ １ ， λ ２ ， λ ３ の 信 号 が 求 め ら
れ る 。
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【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ う し て 、 モ ー ド セ レ ク タ ３ ０ に て ３ 色 モ ー ド が 選 択 さ れ て い る 場 合 は 、 上 記 λ １ ， λ
２ ， λ ３ の 信 号 が Ｒ ｓ （ ＝ λ １ ） ， Ｇ ｓ （ ＝ λ ２ ） ， Ｂ ｓ （ ＝ λ ３ ） の 信 号 と し て 色 変 換
回 路 ３ １ へ 供 給 さ れ 、 ま た 単 色 モ ー ド が 選 択 さ れ て い る 場 合 は 、 上 記 λ １ ， λ ２ ， λ ３ の
い ず れ か の 信 号 が Ｒ ｓ （ ＝ λ ２ ） ， Ｇ ｓ （ ＝ λ ２ ） ， Ｂ ｓ （ ＝ λ ２ ） の 信 号 （ 例 え ば λ ２
が 選 択 さ れ て い る 場 合 ） と し て 色 変 換 回 路 ３ １ へ 供 給 さ れ る 。 こ の 色 変 換 回 路 ３ １ で は 、
Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ 信 号 と し て の λ １ ， λ ２ ， λ ３ の 信 号 が Ｙ ／ Ｃ 信 号 （ Ｙ ， Ｒ ｓ － Ｙ ， Ｂ
ｓ － Ｙ ） へ 変 換 さ れ て お り 、 こ の Ｙ ／ Ｃ 信 号 が 信 号 処 理 回 路 ３ ２ 及 び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ３ を
介 し て モ ニ タ 等 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 モ ニ タ 等 に 表 示 さ れ る 分 光 画 像 は 、 図 ２ 及 び 図 ３ で 示 す よ う な 波 長 域
の 色 成 分 で 構 成 さ れ る も の と な る 。 即 ち 、 図 ２ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ （ 補 色 型 ） の 色 フ ィ ル タ で
の 分 光 感 度 特 性 に 分 光 画 像 を 形 成 す る ３ つ の 波 長 域 を 重 ね た 概 念 図 で あ り （ 色 フ ィ ル タ と
λ １ λ ２ λ ３ 信 号 波 長 域 の 感 度 の 目 盛 は 一 致 し て い な い ） 、 ま た 図 ３ は 、 生 体 の 反 射 ス ペ
ク ト ル に ３ つ の 波 長 域 を 重 ね た 概 念 図 で あ り 、 上 記 第 １ 実 施 例 で λ １ ， λ ２ ， λ ３ 信 号 と
し 選 択 さ れ た 波 長 ｐ ２ １ ， ｐ ４ ５ ， ｐ ５ １ は 、 図 示 さ れ る よ う に 、 順 に ５ ０ ０ ｎ ｍ 、 ６ ２
０ ｎ ｍ 、 ６ ５ ０ ｎ ｍ を 中 心 波 長 と し 、 ± １ ０ ｎ ｍ 程 度 の 範 囲 の 波 長 域 の 色 信 号 で あ り 、 こ
の ３ つ の 波 長 域 の 色 の 組 合 せ か ら 構 成 さ れ る 分 光 画 像 （ 動 画 及 び 静 止 画 ） が 表 示 さ れ る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 述 し た 表 １ の マ ト リ ク ス 係 数 デ ー タ （ Ｙ ／ Ｃ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ ） が Ｒ Ｇ Ｂ 信
号 に 対 す る マ ト リ ク ス 演 算 で 分 光 画 像 が 形 成 さ れ る 場 合 の マ ト リ ク ス 係 数 （ Ｒ Ｇ Ｂ 用 マ ト
リ ク ス デ ー タ ） か ら 求 め ら れ る こ と に つ い て 説 明 す る 。 即 ち 、 一 般 に 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と Ｙ ／
Ｃ 信 号 は 、 次 の 数 式 ３ ， ４ の 関 係 と な る 。
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 狭 帯 域 イ メ ー ジ （ Ｎ Ｂ Ｉ ） の λ １ ， λ ２ ， λ ３ 信 号 を 考 え た 場 合 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信
号 に 基 づ く マ ト リ ク ス 演 算 は 、 次 の 数 式 ５ と な り 、 ま た Ｙ ／ Ｃ 信 号 と λ １ ， λ ２ ， λ ３ 信
号 と の 間 に は 、 次 の 数 式 ６ が 成 立 す る 。
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【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　 上 記 数 式 ５ 及 び 数 式 ６ を ま と め る と 、 次 の 数 式 ７ と な る 。
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　 従 っ て 、 こ の 数 式 ７ で 分 か る よ う に 、 Ｒ Ｇ Ｂ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ （ 後 述 の 表 ２ の デ ー タ
） と 数 式 ４ の 係 数 と に よ っ て 実 施 例 の 表 １ の マ ト リ ク ス 係 数 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ に は 、 第 ２ 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ 実 施 例 は 、 Ｙ ／ Ｃ
信 号 と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 両 方 か ら 分 光 画 像 を 形 成 で き る よ う に し た も の で あ る 。 図 ４ に 示 さ れ
る よ う に 、 こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 例 え ば
　 Ｒ Ｇ Ｂ の 色 フ ィ ル タ を 有 す る 原 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ Ａ と カ ラ ー 画 像 信 号 と し て Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を
出 力 す る Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ Ａ を 有 す る ス コ ー プ １ ０ Ａ 、
　 原 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ Ｂ と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を 色 変 換 処 理 に て Ｙ ／ Ｃ 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る Ｄ Ｓ
Ｐ ２ ５ Ｂ を 有 す る ス コ ー プ １ ０ Ｂ 、
　 Ｍ ｇ ， Ｙ ｅ ， Ｃ ｙ ， Ｇ の 色 フ ィ ル タ を 有 す る 補 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ Ｃ と Ｍ ｇ ， Ｙ ｅ ， Ｃ ｙ ，
Ｇ 信 号 を 色 変 換 処 理 に て Ｙ ／ Ｃ 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ Ｃ を 有 す る ス コ ー プ １
０ Ｃ 等 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 ４ ２ に は 、 切 換 え 器 ４ ３ を 介 し て 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 Ｙ ／ Ｃ
信 号 に 対 し て マ ト リ ク ス 演 算 を 行 う 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ 、 モ ー ド セ レ ク タ ３ ０ Ａ 、 λ
１ ， λ ２ ， λ ３ 信 号 を そ の ま ま 代 入 し た Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ 信 号 を Ｙ ／ Ｃ 信 号 へ 変 換 す る 色
変 換 回 路 ３ １ Ａ が Ｙ ／ Ｃ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 と し て 設 け ら れ る と 共 に 、 Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像
形 成 回 路 と し て 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に 対 し て マ ト リ ク ス 演 算 を 行 う 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ４ ４ 、 モ
ー ド セ レ ク タ ３ ０ Ｂ 、 λ １ ， λ ２ ， λ ３ 信 号 で あ る Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ 信 号 を Ｙ ／ Ｃ 信 号 へ
変 換 す る 色 変 換 回 路 ３ １ Ｂ が 配 置 さ れ る 。 ま た 、 マ イ コ ン ３ ５ に 接 続 さ れ る メ モ リ ３ ６ に
は 、 上 記 表 １ の Ｙ ／ Ｃ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ Ｐ ｃ と 、 次 に 示 す 表 ２ の Ｒ Ｇ Ｂ 用 マ ト リ ク ス デ
ー タ Ｐ ｄ が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 表 ２ の マ ト リ ク ス デ ー タ Ｐ ｄ も 、 表 １ の マ ト リ ク ス デ ー タ Ｐ ｃ と 同 様 に 、 ４ ０ ０ ｎ
ｍ か ら ７ ０ ０ ｎ ｍ の 波 長 域 を ６ １ の 波 長 域 パ ラ メ ー タ （ 係 数 セ ッ ト ） ｐ １ ～ ｐ ６ １ に 分 割
し た も の で 、 こ の パ ラ メ ー タ ｐ １ ～ ｐ ６ １ に 対 応 し た マ ト リ ク ス 係 数 ｋ ｐ ｒ ， ｋ ｐ ｇ ， ｋ

ｐ ｂ か ら 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ４ ４ で は 、 上 記 係 数 ｋ ｐ ｒ ， ｋ ｐ

ｇ ， ｋ ｐ ｂ と 内 視 鏡 １ ０ Ａ か ら 入 力 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と に よ り 上 記 数 式 ５ の マ ト リ ク ス 演
算 が 行 わ れ 、 こ れ に よ っ て 分 光 画 像 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 即 ち 、 λ １ ， λ ２ ， λ ３ と し て 、 上 記 と 同 様 に 、 表 ２ の パ ラ メ ー タ ｐ ２ １ （ 中 心 波 長 ５
０ ０ ｎ ｍ ） ， ｐ ４ ５ （ 中 心 波 長 ６ ２ ０ ｎ ｍ ） ， ｐ ５ １ （ 中 心 波 長 ６ ５ ０ ｎ ｍ ） を 選 択 し た
場 合 は 、 係 数 （ ｋ ｐ ｒ ， ｋ ｐ ｇ ， ｋ ｐ ｂ ） と し て 、 ｐ ２ １ の （ -0.00119， 0.002346， 0.00
16） 、 ｐ ４ ５ の （ 0.004022， 0.000068， ‐ 0.00097） 、 ｐ ５ １ の （ 0.005152， -0.00192， 0
.000088） を 代 入 す れ ば よ い こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 図 ４ の ス コ ー プ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｃ の 何 れ か が プ ロ セ ッ
サ 装 置 ４ ２ に 接 続 さ れ る と 、 こ の プ ロ セ ッ サ 装 置 ４ ２ の マ イ コ ン ３ ５ は ス コ ー プ １ ０ Ａ ～
１ ０ Ｃ の マ イ コ ン （ ２ ０ ） と 通 信 を 行 い 、 こ れ ら ス コ ー プ の 信 号 出 力 形 式 の 識 別 情 報 の 取
得 が 行 わ れ 、 こ の 情 報 に よ っ て 切 換 え 器 ４ ３ が 切 り 換 え ら れ 、 ス コ ー プ １ ０ Ａ が 接 続 さ れ
て い る 場 合 は 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ４ ４ が 選 択 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 場 合 は 、 メ モ リ ３ ６ か
ら Ｒ Ｇ Ｂ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ Ｐ ｄ が 読 み 出 さ れ 、 こ の マ ト リ ク ス デ ー タ Ｐ ｄ と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号
に よ っ て 、 選 択 さ れ た ３ つ （ ３ 色 モ ー ド ） 又 は １ つ （ 単 色 モ ー ド ） の 波 長 域 の λ １ ， λ ２
， λ ３ 信 号 に よ る 分 光 画 像 が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 ス コ ー プ １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ が 接 続 さ れ て い る 場 合 は 、 切 替 え 器 ４ ３ に よ っ て 色 空 間
変 換 処 理 回 路 ２ ９ が 選 択 さ れ 、 こ の 場 合 は 、 メ モ リ ３ ６ か ら Ｙ ／ Ｃ 用 マ ト リ ク ス デ ー タ Ｐ
ｃ が 読 み 出 さ れ 、 こ の マ ト リ ク ス デ ー タ Ｐ ｃ と Ｙ ／ Ｃ 信 号 に よ っ て 、 選 択 さ れ た ３ つ 又 は
１ つ の 波 長 域 の λ １ ， λ ２ ， λ ３ 信 号 に よ る 分 光 画 像 が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 第
２ 実 施 例 で は 、 出 力 形 式 の 異 な る ス コ ー プ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｃ を 単 一 の プ ロ セ ッ サ 装 置 ４ ２ に
接 続 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 第 ２ 実 施 例 に お け る ス コ ー プ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｃ の 信 号 出 力 形 式 の 識 別 情 報 は 、 マ イ コ
ン 同 士 の 通 信 で は な く 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ Ａ ～ １ ５ Ｃ で 得 ら れ た 画 像 信 号 を 解 析 し た り 、 ま た コ
ネ ク タ 接 続 部 に 配 置 さ れ た 識 別 形 状 部 材 等 を 接 続 時 に 判 定 し た り す る こ と に よ り 、 認 識 す
る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 装 置 で は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 内 の Ｄ Ｓ Ｐ 等 の 信 号 処 理 回 路 の 構 成 に よ っ て は
、 単 一 の プ ロ セ ッ サ 装 置 で Ｙ ／ Ｃ 信 号 と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 両 方 が 形 成 さ れ る 場 合 が あ り 、 こ の
場 合 は 、 こ の Ｙ ／ Ｃ 信 号 と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を 利 用 し て 、 第 ２ 実 施 例 の 場 合 と 同 様 に Ｙ ／ Ｃ 用 分
光 画 像 形 成 回 路 と Ｒ Ｇ Ｂ 用 分 光 画 像 形 成 回 路 を 選 択 的 に 使 用 し 、 何 れ か の 回 路 の 分 光 画 像
を 形 成 し 表 示 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 で 形 成 さ れ る 分 光 画 像 の 波 長 域 の 一 例 を 補 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ の 分 光 感 度 特 性
と 共 に 示 し た グ ラ フ 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 で 形 成 さ れ る 分 光 画 像 の 波 長 域 の 一 例 を 生 体 の 反 射 ス ペ ク ト ル と 共 に
示 し た グ ラ フ 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０ ， １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｃ … ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） 、
　 １ ２ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、 　 　 　 　 　 １ ４ … 光 源 、
　 １ ５ ， １ ５ Ａ ～ １ ５ Ｃ … Ｃ Ｃ Ｄ 、 　 ２ ０ ， ３ ５ … マ イ コ ン 、
　 ２ ５ ， ２ ５ Ａ ～ ２ ５ Ｃ … Ｄ Ｓ Ｐ 、 　 ２ ６ ， ４ ３ … 切 替 え 器 、
　 ２ ９ … Ｙ ／ Ｃ 用 色 空 間 変 換 処 理 回 路 、
　 ３ ０ … モ ー ド セ レ ク タ 、 　 　 　 　 　 ３ ６ … メ モ リ 、
　 ４ ４ … Ｒ Ｇ Ｂ 用 色 空 間 変 換 処 理 回 路 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 １ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 固 体 撮 像 素 子 を 用 い た 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 消 化 器 官 （ 胃 粘 膜 等 ） に お け る 分 光
反 射 基 づ き 、 狭 帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 組 み 合 わ せ た 分 光 イ メ ー ジ ン グ 、 即 ち 狭 帯
域 フ ィ ル タ 内 蔵 電 子 内 視 鏡 装 置 （ Ｎ ａ ｒ ｒ ｏ ｗ  Ｂ ａ ｎ ｄ  Ｉ ｍ ａ ｇ ｉ ｎ ｇ － Ｎ Ｂ Ｉ ） が 注
目 さ れ て い る 。 こ の 装 置 は 、 面 順 次 式 の Ｒ （ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の 回 転 フ ィ ル タ の
代 わ り に 、 ３ つ の 狭 （ 波 長 ） 帯 域 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 設 け 、 こ れ ら 狭 帯 域 バ ン ド パ ス
フ ィ ル タ を 介 し て 照 明 光 を 順 次 出 力 し 、 こ れ ら の 照 明 光 で 得 ら れ た ３ つ の 信 号 に 対 し そ れ
ぞ れ の 重 み 付 け を 変 え な が ら Ｒ ， Ｇ ， Ｂ （ Ｒ Ｇ Ｂ ） 信 号 の 場 合 と 同 様 の 処 理 を 行 う こ と に
よ り 、 分 光 画 像 を 形 成 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 分 光 画 像 に よ れ ば 、 胃 、 大 腸 等 の 消 化
器 に お い て 、 従 来 で は 得 ら れ な か っ た 微 細 構 造 等 が 抽 出 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 上 記 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ で は 、 上 記 係 数 ｋ ｐ ｙ ， ｋ ｐ ｃ ｒ ， ｋ ｐ ｃ ｂ と Ｄ
Ｓ Ｐ ２ ５ か ら 出 力 さ れ た Ｙ ／ Ｃ 信 号 （ Ｒ － Ｙ ＝ Ｃ ｒ ， Ｂ － Ｙ ＝ Ｃ ｂ ） と に よ り 次 の 数 式 １
の マ ト リ ク ス 演 算 が 行 わ れ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 即 ち 、 λ １ ， λ ２ ， λ ３ と し て 、 例 え ば 表 １ の パ ラ メ ー タ ｐ ２ １ （ 中 心 波 長 ５ ０ ０ ｎ ｍ
） ， ｐ ４ ５ （ 中 心 波 長 ６ ２ ０ ｎ ｍ ） ， ｐ ５ １ （ 中 心 波 長 ６ ５ ０ ｎ ｍ ） を 選 択 し た 場 合 は 、
係 数 （ ｋ ｐ ｙ ， ｋ ｐ ｃ ｒ ， ｋ ｐ ｃ ｂ ） と し て 、 ｐ ２ １ の （ -0.001549， 0.004912， -0.0028
8） 、 ｐ ４ ５ の （ 0.007484， -0.00188， ‐ 0.00132） 、 ｐ ５ １ の （ 0.007903， -0.00238， -0
.00097） を 代 入 す れ ば よ い こ と に な る 。

(13) JP 2006-239205 A 2006.9.14
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摘要(译)

要解决的问题：提供直接从Y / C信号或亮度/色差信号形成光谱图像的内
窥镜设备，并从Y / C信号或RGB信号或红色，绿色和蓝色获取光谱图像
信号。解决方案：内窥镜装置配备有DSP 25，其基于CCD 15的输出信
号形成包括亮度/色差信号的Y / C信号，存储器36存储用于Y / C的矩阵
数据以执行矩阵操作在Y / C信号上，以及用于Y / C的色空间转换处理电
路29，用于通过使用矩阵数据对从DSP 25输出的Y / C信号执行矩阵运
算，并且根据λ1的信号形成光谱图像，λ2，λ3，例如，任意选择的三个
波段（窄带）。内窥镜装置配备有用于RGB的颜色空间转换处理电路，
其通过使用用于RGB的矩阵数据对RGB信号执行矩阵运算。内窥镜设备
通过切换电路选择性地形成光谱图像。 Ž
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